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能登半島深部静脈血栓症(DVT)検診

• 1月8日-10日: 穴水町
• 1月14日：門前町
• 1月21日：門前町
• 1月28日、2月3日：輪島市
• 2月4日：能登町
• 2月5日：門前町
• 2月6日：能登町
• 2月10日-11日：珠洲市
• 2月12日：門前町
• 3月3日：能登町
• 3月10日：珠洲市
• 3月24日：珠洲市

日本医師会災害医療チーム(JMAT)活動として施行

避難所で16回DVT検診を施行した
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見つかったDVT(2024年1月8日穴水町役場避難所)
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使用した検診フローチャート
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2024年1月14日輪島市門前町
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1月14日(輪島市門前町)
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1月14日(輪島市門前町)
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1月14日(輪島市門前町)

検査技師さんは
日本臨床検査技師会
が周辺県から募集
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1月14日(輪島市門前町)

Dダイマー4.0以上で振り切れる被災者が続出
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1月21日(輪島市門前町)
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肺塞栓症が見つかった門前公民館避難所2024.1.21
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門前公民館避難所2024.1.21

75歳男性に下腿静脈から大腿静脈まで広範囲に血栓を認めた12



恵寿総合病院へ搬送し造影CT
多数の肺動脈血栓が見つかった

入院して治療となる。もしも治療が遅れた場合は死亡することもある。
13



肺動脈血栓

もしも治療が遅れた場合は死亡することもある。 14
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穴水、門前、輪島、能登、珠洲のDVT陽性率推移
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能登町で少ない
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段ボールベッド
防災協定締結自治体

能登町は段ボールベッドの防災協定を締結していた
ので早くから段ボールベッドが避難所にきていた
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2024年 能登半島地震

日本の避難所は100年
変わっていない

1930年 北伊豆地震  

2024年 能登半島地震

18



イタリアの避難所

家族ごとのテントで避難

エミリア地震のフィナーレ・エミリア避難所（2012.7.3)

榛沢撮影
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ミランドラ避難所(2012.9)

避難所入口検問所避難所の入り口に警察/軍隊による検問＝セキュリティーの確保

榛沢撮影
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フィナーレ・エミリア避難所(2012.7)

避難所内観多数のコンテナトイレ・シャワーが完備 水谷撮影
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テント内部に全員分のベッド
榛沢撮影
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フィナーレ・エミリア避難所(2012.7)

コンテナ製トイレ外観 榛沢撮影
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フィナーレ・エミリア避難所(2012.7)

コンテナ製トイレ内部 榛沢撮影

24



フィナーレ・エミリア避難所(2012.7)

ユニバーサル
トイレ（車イス用）

榛沢撮影
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フィナーレ・エミリア避難所(2012.7)

テント製大食堂

食事と寝る場所を分けている＝寝食分離

榛沢撮影
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フィナーレエミリア避難所(2012.7)

キッチンコンテナ

フィナーレ・エミリア避難所(2012.7)

食事を避難所で作っている＝暖かい、美味しい、安全
榛沢撮影
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イタリア避難所の食事

榛沢撮影
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イタリア避難所の食事

榛沢撮影
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ミランドラ避難所(2012.9)

避難所のランドリー 榛沢撮影
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市民保護局の臨時フィナーレ・エミリア市分署

榛沢撮影
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C.O.Cは自治体レベルでの活動を担当する自治体運営センターを意味し、その最
大の参照点は市長またはその代理人です。
C.O.M.(Mixed Operations Center )は、複数の自治体で作るC.O.Cを統合したも
ので、後続の C.C.S.に匹敵する高レベルのオペレーション センターです。広大
な地域をカバーする緊急事態の間、複数のセンターが存在する可能性があり、緊
急事態を発生させるためにアドホックに設置することができます。イベントの場
所にできるだけ近い「目と操作アーム」。
C.C.S. (Aid Coordination Center) は、州レベルの本体であり、知事またはその
代表者が議長を務めます。 これは、複数の州が関与する緊急事態のための地域
オペレーション センターです。 地域の大統領またはその代議員が議長を務めま
す。
Di.Coma.C. それは指揮統制総局であり、大規模な災害時に活動する国の意思決
定機関です (通常はローマの市民保護局の本部にありますが、例外的に、作戦劇
場の後方に投影することもできます)。
国家の緊急事態が発生した場合、市民保護局に拠点を置く Di.Coma.C. が起動さ
れます。
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C.O.C.の災害行政支援センター(市民保護局分署)

災害対応に関する行政事務を職能ボランティアが行なう
榛沢撮影
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イタリア中部地震の避難所
（アマトリーチェ 2016.10.16）

榛沢撮影
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榛沢撮影

35



榛沢撮影
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トイレ内部

榛沢撮影
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トイレの隣にシャワー室が必ずある

榛沢撮影
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トイレとシャワー室は合わせて備蓄してある

榛沢撮影
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冷蔵庫と冷凍庫

イタリア中部地震避難所（アマトリーチェ 2016.10.16）

榛沢撮影
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イタリア中部地震避難所（アマトリーチェ 2016.10.16）

キッチンコンテナ

榛沢撮影
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食事の配膳（食事は取りに来させない）

榛沢撮影
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イタリア中部地震避難所の食堂と出されていた食事
（アマトリーチェ 2016.10.16）

榛沢撮影
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榛沢撮影
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ミランドラ避難所(2012.7.3)

子供の遊び場
テント

榛沢撮影
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仮設の教会(アマトリーチェ避難所
2016.10)

榛沢撮影
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なぜイタリアはできるのか
１. 国に災害省庁（市民保護庁)と各州に実働機関（市民保護局）    
      がある。
 2. 大規模分散備蓄と輸送トラックの備蓄

 国が管轄する大規模な備蓄倉庫が３ヶ所ある(2000人分)。
 各州に大規模備蓄倉庫ある(2000人分)。
 市町村も備蓄倉庫を持っている。

     ボランティア団体備蓄倉庫を持っている。
 3. 災害直後から協働できる職能ボランティア(運転手、コック、

 医療関係者など）が200万人以上登録されている。
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巨大な国の備蓄倉庫（アヴェツアーノ）

榛沢撮影
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巨大な国の備蓄倉庫、アヴェツアーノ

飛行場に匹敵する規模
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備蓄倉庫内部

榛沢撮影
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備蓄倉庫内部

ジェットヒーター
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電源車、250人用
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イタリアの災害ボランティア

54



55

米国CDC急性期災害
避難所環境アセスメン
ト2011



CDC災害避難所環境アセスメント

避難所全般に関する項目
1. 避難所建物に被害無し
2. 入館者のチェックがあった
3. 水道は使えた
4. お湯が使えた
5.  空気は汚れていなかった
6. 一人あたり3.3平米以上あった
7. 事故の危険は無かった
8. 虫などの侵入がなかった
9. 電気が使えた
10.停電用発電機があった
11.室内の気温は寒くなかった
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CDC災害避難所環境アセスメント

食事・飲料と水に関する項目
12. 避難所で食事を作っていた
13. 避難所で食事を配膳していた
14. 食事は十分供給されていた
15. 食事は十分ストックされていた
16. 食事は冷たくなかった
17. 食事の前の手洗いが可能であった
18. 食器洗いが可能だった
19. 清潔なキッチンがあった
20. 十分な飲料水があった
21. 十分な氷が使えた（冷凍庫があった）
22. 安全な水が使えた
23. 安全な氷が使えた
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CDC災害避難所環境アセスメント

医療・清潔度に関する項目

24. 感染の流行はなかった
25. 常駐の医療班がいた
26. 常駐の相談員がいた
27. 洗濯機は十分あった

28. トイレの数は２０人に１個以上有り
29. シャワー室があった
30. 手洗い場は2０人に１個以上有り
31. トイレットペーパーなど十分あった
32. トイレが受け入れられる清潔度であった
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CDC災害避難所環境アセスメント

子供の遊び場に関する項目

38.おむつ換え場所は清潔であった
39.子供の遊び場に手洗い場はあった
40.遊具は十分あった
41. 遊具は安全であった
42.子供の食事場所は清潔であった
43.面倒を見る大人の数は十分だった
44.遊び場は受け入れられる清潔度があった
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CDC Shelter Assessment Tool

ベッドに関する項目
45.十分な簡易ベッド、マットなどがあったベッド
（準備されていなければ全部×）

46.十分な簡易ベッドの供給があった
47. ベッド(布団)の定期的な交換があった
48.十分なベッドスペース（3.3平米以上）
49.受け入れられる清潔度があった
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ペットケアに関する項目

50. ペット同伴が可能だった
51. ペットの世話をしてもらえた
52. ペット専用区域があった
53. ペットに受け入れられる清潔度があった

その他
54. 身体障害者に配慮があった
 55. 下水処理が可能だった
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東日本大震災避難所でのDVT
検診

DVT:足の静脈血栓、エコノミークラス症候群

Hanzawa
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南三陸  (2011.3.19) 

CDCスコア=16, DVT=40.0%
写真の医療従事者・救護スタッフに関しては許可取得済

榛沢撮影
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CDCスコア=18, DVT=31.5%

石巻市(2011.3.20) 

榛沢撮影
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長岡市の遠隔地避難所(20114.9)

CDCスコア=32, DVT=13% 写真の医療従事者・救護スタッフに関しては許可取得済

榛沢撮影
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新潟市の遠隔地避難所 (2011.4.8)

CDCスコア=37, DVT=17.6%
榛沢撮影
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CDC避難所アセスメントスコアとDVT陽
性率
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Hanzawa



日本の避難所の問題点
• 雑魚寝（床生活）
• 簡易ベッドが無い
• 床生活の食事（避難所に食堂が無い）
• 食事が冷たい（おにぎり、菓子パン、コンビニお弁当など）
• 食事を取りに行かなくてはならない（長蛇の列）
• トイレが少ない
• 和式トイレが多い、工事現場用のものが多い
• 入浴がアメニティーになっている。シャワーは清潔に必須。
• 整備が遅い
• 内外のセキュリティーが無い（入り口の検問、専門警備の常駐なし）
• 避難所の規定が無い、モニタリングが無い、フィードバックが無い
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提言：「避難所でTKBを標準
に」

簡易ベッド、温かい食事、快適で十分な数のトイレを避難所
の標準にすべきであり、そのためには、

トイレ(T)（コンテナトイレなど）、

キッチン(K)（キッチンカーなど）、

ベッド(B)（段ボールベッドなど）のTKBを平時から準備し、
可能な限り備蓄すべきである。
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朝日新聞より
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避難所に簡易ベッド
を

ストップ! 雑魚寝

Stop sleeping on the floor.
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ベッド

72



飛沫の推移

4-5時間浮遊

感染力がある粉塵になる
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床に寝ていると床の粉塵を吸い込んでしまう

吸い込み感染

床に雑魚寝
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簡易ベッドの使用で吸い込む粉
塵が減る

簡易ベッド

高さ30cmで
粉塵は半分
になる

感染予防には若い人も含めて全ての被災者が使う必要がある
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避難所の抜本的改善を
• 災害対策の事前の取り組みが行われるが、命が助かった
後の関連死は、避難訓練や防潮堤では防げない。

• 関連死を防ぐためには、避難所の生活環境を人間的なも
のにする事前の準備が不可欠である。

• 現状では大災害が発生すれば、まったく同じ状況（雑魚
寝、おにぎり、不便・不潔なトイレ）が繰り返えされる。
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フォートマクマレー山火事の遠隔地避難所を開設
したカナダ・エドモントン州危機管理監の言葉

避難所開設で重要なことは広さ、安全性、迅速性 

(Space, Security and Time)である。

日本の避難所環境整備は遅すぎる
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職能ボランティアによる支援がないと人的資源が足りない
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今、日本の災害対策に必要なこと

1. 大規模・分散備蓄

2. 災害職能ボランティア

3.  国に災害専門省庁と都道府県に直轄実行組織
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